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議
員
定
数
２
名
増
の
議
案
は
、
議

会
改
革
調
査
特
別
委
員
会
で
可
決
さ

れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
少
な
い
議

員
で
良
い
と
い
う
意
見
も
承
知
し
て

お
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
現
状
の
定
数
16
名
で
３

つ
の
不
祥
事
を
起
こ
し
て
お
り
、
議

員
個
々
の
資
質
の
問
題
で
あ
ろ
う
と

思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
議
会
は
女
性
や
若

者
、
障
が
い
者
等
の
多
様
な
意
見
が

反
映
さ
れ
、
活
躍
で
き
る
議
会
を
構

築
す
べ
き
で
あ
り
ま
す
。
私
利
私
欲

で
は
な
く
町
民
の
福
祉
向
上
の
た
め

に
議
会
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
私
は
、
正
し

い
と
判
断
の
で
き
る
し
が
ら
み
の
な

い
議
員
を
議
会
に
送
っ
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
お
り
ま
す
。

議会議長
森　　　彪

議議  

長長  

挨挨  

拶拶

88  

月月

２
日　
徳
島
県
町
村
議
会
議
長
会
定
例
会

　
　
　
（
徳
島
市
）

６
日
・
板
野
郡
町
議
会
議
長
会
定
例
会

　
　
・
議
長
・
副
議
長
合
同
会
議
及
び

　
　
　
県
・
町
事
業
意
見
交
換
会

　
　
　
（
上
板
町
）

７
日　
第
４
回
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　
　
　
▼
98
号
の
校
正
に
つ
い
て

９
日　
徳
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

　
　
　
連
合
議
会
定
例
会（
徳
島
市
）

23
日
・
議
会
広
報
作
成
講
座（
徳
島
市
）

　
　
　
P
．15

　
　
・
農
業
振
興
整
備
促
進
協
議
会

26
日　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
▼
令
和
元
年
第
３
回
定
例
会
の 

　
　
　
　
日
程
等
に
つ
い
て

27
日　

板
野
西
部
青
少
年
補
導
セ
ン

タ
ー
組
合
議
会
定
例
監
査

　
　
　
（
板
野
町
）

29
日
～
30
日

　
　
　
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

　
　
　
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
た

藍
文
化
の
普
及
Ｐ
Ｒ
等
の
要
望

活
動（
東
京
都
）　
P
．15

９９  
月月

３
日　
民
生
委
員
推
薦
会

４
日
・
９
月
議
会
定
例
会
開
会

　
　
・
議
会
全
員
協
議
会

　
　
・
藍（
愛
）を
身
に
つ
け
て
東
京
２

　
　
　
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
を
応
援
す
る
特
別

委
員
会

　
　
　
▼
要
望
活
動
報
告
等
に
つ
い
て

　
　
・
議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会

　
　
　
▼
今
後
の
取
組
等
に
つ
い
て

５
日　
厚
生
常
任
委
員
会　
P
．４

６
日　
総
務
文
教
常
任
委
員
会　
P
．3

８
日　
藍
住
東
中
学
校
体
育
祭

９
日　
建
設
産
業
常
任
委
員
会　
P
．3

12
日
・
９
月
議
会
定
例
会
一
般
質
問

　
　
　

P
．５
～
P
．９

13
日
・
藍
住
中
学
校
・
藍
住
東
中
学
校

訪
問　
P
．15

　
　
・
商
工
会
納
涼
祭
反
省
会

16
日　
敬
老
の
つ
ど
い

20
日
・
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
▼
追
加
議
案
等
に
つ
い
て

　
　

 

・
９
月
議
会
定
例
会
閉
会

　
　

 

・
藍
住
町
総
合
文
化
ホ
ー
ル
特
別 

委
員
会

　
　
　
▼
藍
住
町
総
合
文
化
ホ
ー
ル
建

　
築
工
事
現
場
視
察
に
つ
い
て

　
　

 

・
議
会
全
員
協
議
会

　
　
　
▼
議
会
事
務
に
つ
い
て

　
　
・
国
民
体
育
大
会
壮
行
会

21
日　
町
内
幼
稚
園
・
小
学
校
運
動
会

24
日　
藍
住
町
社
会
福
祉
協
議
会
理
事
会

26
日　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
▼
令
和
元
年
第
２
回
臨
時
会　

　
（
再
議
の
件
）に
つ
い
て

27
日　
令
和
元
年
第
２
回
臨
時
会 

P
．12

30
日
・
令
和
元
年
第
３
回
臨
時
会 

P
．12

　
　
・
学
校
給
食
運
営
審
議
会

1010  

月月

２
日
～
３
日

　
　
　
四
国
四
県
町
村
長
・
議
長
大
会

　
　
　
（
香
川
県
）

４
日　
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会

10
日　
議
会
全
員
協
議
会

　
　
　
▼
再
議
の
件
に
つ
い
て

15
日
・
板
野
東
部
消
防
組
合
議
会
第
２
回

臨
時
会（
北
島
町
）

　
　

 

・
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
▼
議
員
定
数
を
定
め
る
条
例
関
係

　
等
に
つ
い
て

16
日　
四
国
地
区
町
村
議
会
議
長
会
研
修
会

P
．15

18
日　
上
板
町
正
副
議
長
就
任
挨
拶

20
日　
総
合
防
災
訓
練

21
日　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
▼
議
会
臨
時
会
の
付
議
事
件
に
つ
い
て

23
日　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
▼
議
会
臨
時
会
の
付
議
事
件
に
つ
い
て

28
日　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
▼
議
会
臨
時
会
の
付
議
事
件
に
つ
い
て

29
日　
第
１
回
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　
　
　
▼
99
号
の
作
成
に
つ
い
て

30
日
・
藍
住
町
総
合
文
化
ホ
ー
ル
特
別
委

員
会

　
　
　
▼
藍
住
町
総
合
文
化
ホ
ー
ル
建
築

　
の
経
緯
に
つ
い
て

　
　
・
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
▼
議
会
臨
時
会
の
付
議
事
件
に
つ
い
て

議 会 の う ご き議 会 の う ご き

友好都市河北町民号来庁
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平
成
平
成
3030
年
度
年
度

　
　
　
一
般
会
計
決
算

　
　
　
一
般
会
計
決
算

～
中
富
団
地
・
敷
地
団
地
の

空
き
家
政
策
及
び
修
繕
～

問
住
民
に
は
ど
の
よ
う
に
周

知
を
図
っ
て
い
る
の
か
。

答 
空
き
家
政
策
に
つ
い
て

は
、
広
報
等
で
の
周
知

は
し
て
お
ら
ず
、
住
民
が
窓
口

に
相
談
に
来
た
と
き
に
募
集
し

て
い
な
い
こ
と
を
答
え
て
い
る
。

　

修
繕
に
つ
い
て
は
、
担
当
職

員
が
出
向
き
、
相
談
に
よ
り
改

善
す
べ
き
も
の
は
や
っ
て
い
る

【
意　
見
】　
空
き
家
政
策
の
周

知
は
、
住
ま
れ
て
い
る
方
に
対

し
て
も
必
要
で
は
な
い
か
。

～
地
籍
調
査
事
業
～

問
事
業
開
始
か
ら
９
年
を

経
過
し
て
調
査
予
定
地

の
11
・
３
％
。
最
終
年
度
は
何

年
ぐ
ら
い
に
な
る
と
考
え
て
い

る
の
か
。

答
境
界
立
会
や
人
材
確
保

な
ど
の
面
を
ク
リ
ア
す
る

必
要
が
あ
り
、
現
在
の
ペ
ー
ス
で

40
か
ら
50
年
は
最
低
か
か
る
。

【
意　

見
】　

で
き
る
だ
け
ス

ピ
ー
ド
化
を
進
め
て
も
ら
い
た
い
。

～
休
耕
農
地
の
管
理
～

問
町
と
し
て
ど
の
よ
う
に

対
処
す
る
の
か
。

答
目
に
余
る
農
地
に
つ
い

て
は
、
所
有
者
に
通
知

し
指
導
し
て
い
る
。
ま
た
、
後

継
人
が
い
な
い
場
合
は
、
借
地

契
約
を
す
る
な
り
、
自
分
の
土

地
を
管
理
で
き
な
く
な
る
前
に

経
済
産
業
課
へ
あ
っ
せ
ん
す
る

よ
う
な
か
た
ち
を
構
築
し
た
い
。

～
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
事
業
～

問
ど
の
よ
う
な
事
業
な
の

か
。 

答
平
成
30
年
度
の
相
談
件

数
は
１
５
９
件
、
老
人
憩

い
の
家
等
に
出
前
講
座
を
８
回

行
い
、
そ
の
参
加
人
数
は
５
０
９

人
。

　

ま
た
、
平
成
31
年
１
月
22
日

に「
藍
住
町
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」を
新
た
に
作
り
、
消
費
者

が
詐
欺
に
あ
わ
な
い
よ
う
、
見

守
り
活
動
の
強
化
を
始
め
た
。

～
町
営
住
宅
～

問
耐
震
化
は
で
き
て
い
る

の
か
。

答
で
き
て
い
な
い
。

常 任 委 員 会 主 な 質 疑常 任 委 員 会 主 な 質 疑
　９月定例会の議案については、その審査を各常任委員会に付託しました。
　各委員会において審査した結果、それぞれ全会一致で原案可決され、最終日に各委員長から
審査結果の報告がありました。
　主な質疑・意見については次のとおりです。

建
設
産
業
常
任
委
員
会

建
設
産
業
常
任
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

【
意　

見
】　

防
災
面
も
考
え
、

で
き
る
だ
け
早
く
退
去
し
て
も
ら

う
方
法
を
考
え
て
も
ら
い
た
い
。

～
県
道
歩
道
整
備
～

問
県
道
の
歩
道
整
備
が
進

ん
で
い
な
い
と
こ
ろ
に

つ
い
て
は
、
用
地
買
収
が
難
し

い
こ
と
が
原
因
な
の
か
。

答
一
概
に
用
地
交
渉
が
で

き
な
か
っ
た
こ
と
が
原

因
で
は
な
く
、
用
地
が
確
保
で

き
る
の
で
あ
れ
ば
県
に
対
し
要

望
し
て
い
く
。

平
成
平
成
3030
年
度
年
度

　
　
　
一
般
会
計
決
算

　
　
　
一
般
会
計
決
算

～
町
税
不
能
欠
損
額
～

問
町
民
税
・
固
定
資
産
税
・

軽
自
動
車
税
・
国
民
健

康
保
険
税
等
が
不
能
欠
損
額
で

処
理
さ
れ
て
い
る
が
、内
容
は
。

答
法
的
に
５
年
で
時
効
に

な
る
た
め
、
あ
る
い
は
、

財
産
が
な
い
等
の
方
に
対
し
て

は
滞
納
処
分
を
執
行
停
止
に

し
、
そ
の
状
態
が
３
年
間
継
続

す
る
と
自
動
的
に
債
権
と
し
て

徴
収
で
き
な
く
な
る
た
め
欠
損

を
し
て
い
る
。

い
う
数
字
に
な
っ
て
い
る
。

～～
退
職
手
当
積
立
金

退
職
手
当
積
立
金

繰
入
繰
入
金金
分分
～～

問   

当
初
予
算
は
３
２
３
０

万
円
で
補
正
で
は
ゼ
ロ

に
な
っ
て
い
る
が
な
ぜ
か
。

答
当
初
は
退
職
手
当
積
立

金
を
一
般
会
計
に
繰
り

入
れ
て
い
る
金
額
を
計
上
し
て

い
た
が
、
繰
り
入
れ
の
必
要
が

な
く
な
っ
た
た
め
補
正
で
ゼ
ロ

に
し
た
。

～～
藍
住
南
小
学
校
屋
外

藍
住
南
小
学
校
屋
外

ト
イ
レ
改
修
工
事

ト
イ
レ
改
修
工
事
～～

問   

事
業
費
１
６
５
８
万
１

０
０
０
円
に
対
し
て
県

補
助
が
２
５
０
万
円
。
こ
れ
は

県
費
だ
け
な
の
か
、
補
助
金
の

算
出
方
法
は
。

答
学
校
施
設
の
避
難
所
と

い
う
こ
と
で
、
県
か
ら

定
額
の
２
５
０
万
円
が
補
助
金

と
し
て
出
て
い
る
。

問
一
般
校
舎
に
対
す
る
ト

イ
レ
改
修
補
助
金
は
あ

る
の
か
。

答
大
規
模
な
改
修
に
つ
い

て
は
あ
る
。

～
地
方
消
費
税
交
付
金
～

問
地
方
消
費
税
交
付
金
の

５
億
８
５
０
０
万
円
に

つ
い
て
、
社
会
保
障
費
に
は
使

わ
れ
て
い
な
い
の
か
。

答「
地
方
消
費
税
が
充
て

ら
れ
る
社
会
保
障
４
経

費
そ
の
他
社
会
保
障
施
策
に
要

す
る
経
費
」に
使
用
し
て
い
る
。

問
地
方
消
費
税
の
算
出
方

法
は
。

答
消
費
税
10
％
の
う
ち
、

２
・
２
％
が
地
方
消
費

税
と
な
っ
て
い
る
が
、
地
方
に

は
税
と
し
て
で
は
な
く
交
付
金

と
い
う
か
た
ち
で
入
っ
て
く
る

た
め
、
ど
の
よ
う
に
課
税
・
徴

収
を
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て

は
十
分
承
知
し
て
い
な
い
。

～
総
務
管
理
費
不
用
額
～

問
総
務
管
理
費
で
不
用
額

が
１
億
円
も
出
て
い
る

が
、
そ
の
原
因
は
。

答
総
務
管
理
費
の
予
算
自

体
が
40
億
円
と
非
常
に

大
き
く
、
そ
の
う
ち
不
用
額
が

占
め
る
割
合
は
２
・
数
％
と
突

出
し
て
大
き
い
わ
け
で
は
な

い
。
個
々
の
積
み
上
げ
で
こ
う
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定　例　会　案　内定　例　会　案　内

詳しくは議会事務局まで
お問い合わせ ● 議会事務局 ☎637–3127

次の定例会は12月です。
（定例会日程についてはホームページで掲載予定です。そちらをごらんください。）

次号は２月に発行します。

本会議を傍聴しませんか

① 住所・氏名・電話番号を明記。
② 掲載時に匿名を希望する方は申し出てください。
③ 字数は500字以内。
④ 投稿者の多い場合には、掲載月を調整する場合があります。

編集委員会では、町民の声の投稿を募集しています。
議会や町政・議会だよりに関する御意見をお寄せください。

投投 稿稿 規規 定定

平
成
平
成
3030
年
度
年
度

　
　
　
一
般
会
計
決
算

　
　
　
一
般
会
計
決
算

～
介
護
予
防
推
進
事
業
～

問
運
動
量
計
を
貸
与
し
て

計
測
を
行
っ
て
い
た
が

効
果
は
あ
っ
た
の
か
、
も
っ
と

Ｐ
Ｒ
を
す
べ
き
で
は
。

答
有
意
な
変
化
を
認
め
て

お
り
、
こ
れ
か
ら
も
健

康
が
よ
り
一
層
増
進
で
き
る
よ

う
工
夫
を
凝
ら
し
、
Ｐ
Ｒ
等
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

～
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
～

問
今
年
度
も
新
設
の
補
助

は
あ
る
の
か
。

答
今
年
度
は
変
わ
っ
て
い

な
い
が
、
来
年
度
以
降

は
国
の
動
向
を
見
な
が
ら
検
討

す
る
。

～
幼
保
無
償
化
～

問
幼
保
無
償
化
に
伴
う
対

象
者
数
と
予
算
は
。

答
対
象
者
は
９
０
０
人
以

上
で
、
財
源
に
つ
い
て

は
、
今
年
度
に
限
り
国
か
ら
の

交
付
金
で
み
る
が
、
来
年
度
以

降
は
か
な
り
の
金
額
を
町
が
負

答
需
用
費
に
つ
い
て
は
、

制
度
改
正
に
よ
っ
て
保

険
証
を
一
新
す
る
可
能
性
が
あ

り
印
刷
費
の
予
算
を
計
上
し
て

い
た
が
、不
要
に
な
っ
た
た
め
。

　

役
務
費
に
つ
い
て
は
、
簡
易

書
留
で
送
付
す
べ
き
保
険
証
を

特
定
記
録
で
送
付
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
分

の
差
額
が
出
た
た
め
。

～
運
営
主
体
・
負
担
割
合
～

問
制
度
改
正
後
は
県
で
一

括
し
て
運
営
す
る
の

か
、
負
担
割
合
は
変
わ
ら
な
い

の
か
。答

県
は
国
保
財
政
の
共
同

運
営
主
体
。

　

負
担
割
合
に
つ
い
て
は
、
毎

年
の
財
政
状
況
を
み
な
が
ら
県

と
も
相
談
し
町
で
判
断
し
て
い

き
た
い
。

問
町
国
保
事
業
に
対
す
る
県

の
評
価
は
。
ま
た
、
プ
ラ

ス
評
価
に
な
る
事
業
は
何
か
。

答
藍
住
町
は
保
険
者
努
力

支
援
分
と
県
繰
入
金
で

か
な
り
高
い
位
置
で
評
価
さ
れ

て
い
る
。
プ
ラ
ス
評
価
と
な
る

も
の
と
し
て
は
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
を
推
進
す
る
等
広
報

を
進
め
て
い
る
。

担
す
る
こ
と
に
な
る
。

平
成
平
成
3030
年
度
年
度

国
民
健
康
保
険
事
業

国
民
健
康
保
険
事
業

会
計
決
算

会
計
決
算

～
不
能
欠
損
額
・
滞
納
額
～

問
不
能
欠
損
額
が
１
１
０

０
万
円
余
り
あ
る
が
、

毎
年
こ
の
く
ら
い
出
て
い
る
の

か
、
そ
の
内
容
は
。
ま
た
、
滞

納
額
に
対
し
て
ど
う
い
う
努
力

を
し
て
い
る
の
か
。

答
不
能
欠
損
額
に
つ
い
て

は
、
地
方
税
法
の
規
定

に
よ
り
時
効
で
５
年
経
過
し
て

欠
損
に
な
る
も
の
、
滞
納
処
分

の
執
行
停
止
後
３
年
経
過
し
た

も
の
の
お
お
む
ね
２
つ
。
滞
納

額
に
対
し
て
は
定
期
催
告
書
を

年
３
回
、
県
と
の
共
同
催
告
書

を
年
２
回
実
施
し
て
お
り
、
預

金
や
給
与
等
の
差
押
え
を
実
施

す
る
な
ど
し
て
、
徴
収
整
理
に

向
け
て
努
力
し
て
い
る
。

～
不
用
額
～

問
総
務
管
理
費
の
需
用

費
、
役
務
費
の
不
用
額

が
大
き
い
が
、
理
由
は
。

平
成
平
成
3030
年
度
年
度

介
護
保
険
事
業

介
護
保
険
事
業

会
計
決
算

会
計
決
算

～
介
護
保
険
事
業
～

問
介
護
保
険
の
不
正
請
求

分
は
２
年
し
か
遡
れ
な

い
の
か
。
返
還
金
は
何
年
度
に

収
入
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
の

か
。答

介
護
保
険
法
の
時
効
は

２
年
と
定
め
ら
れ
て
お

り
、
返
還
金
は
平
成
31
年
度
会

計
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

問
認
知
症
対
応
型
通
所
介

護
施
設
の
利
用
者
の
人

数
と
給
付
費
が
減
っ
て
い
る
理

由
は
。答

指
定
を
受
け
て
い
た
事

業
所
か
ら
事
業
の
廃
止

届
が
あ
っ
た
た
め
。

問
介
護
保
険
料
の
滞
納
者

に
対
し
て
、
資
格
証
は

あ
る
の
か
。

答
な
い
。
納
付
相
談
に
応

じ
て
い
る
が
、
未
納
分

に
対
し
て
は
利
用
料
の
自
己
負

担
や
給
付
の
制
限
を
掛
け
て
い

る
。

厚
生
常
任
委
員
会

厚
生
常
任
委
員
会

ゆ
め
わ
く
わ
く
歩ポ

イ
ン
ト
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環
境
保
全
・
空
き
家
対
策

環
境
保
全
・
空
き
家
対
策

地
域
住
民
等
と
連
携
し
、
啓
発
活
動
と
環
境
保
全
に
努
め
て
い
る

地
域
住
民
等
と
連
携
し
、
啓
発
活
動
と
環
境
保
全
に
努
め
て
い
る

答
ま
ち
づ
く
り
は
人
づ
く

り
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
、
地
方
創
生
の
施
策
を
進
め

る
と
同
時
に
そ
の
担
い
手
と
な

る
人
材
の
育
成
、
確
保
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
例
え

ば
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
を

町
外
か
ら
雇
用
し
、
将
来
の
藍

文
化
の
担
い
手
と
し
て
育
成
を

進
め
て
い
る
。
ま
た
、
中
学
生

海
外
派
遣
事
業
を
今
年
度
か
ら

開
始
し
て
い
る
。

問  
８
月
30
日
の
徳
島
新
聞

に
、「
県
人
口
73
万
人
割

れ
減
少
ペ
ー
ス
加
速
」と
掲
載
。

藍
住
町
で
も
今
後
の
人
口
減
少

に
備
え
町
の
将
来
の
展
望
を
勘

案
す
る
と
き
、
人
口
並
び
に
人

材
の
確
保
が
課
題
で
あ
る
。

　

将
来
の
人
口
保
持
対
応
策
と

し
て
、
県
内
外
企
業
誘
致
情
報

を
得
る
た
め
、
県
企
業
支
援
課

に
伺
い
、
説
明
を
頂
い
た
と
こ

ろ
、
県
外
で
徳
島
県
企
業
誘
致

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
る
と

の
こ
と
。
町
内
の
若
い
有
能
な

人
材
の
育
成
・
確
保
対
策
の
観

点
か
ら
も
、
徳
島
県
企
業
誘
致

イ
ベ
ン
ト
に
ぜ
ひ
参
加
を
。

　

町
長
は
人
材
育
成
、
確
保
に

ど
の
よ
う
な
考
え
を
持
た
れ
て

い
る
か
伺
い
た
い
。

　

な
お
、
防
犯
、
防
災
の
観
点

か
ら
も
地
域
住
民
と
の
連
携
や

情
報
収
集
及
び
空
き
家
の
適
正

管
理
に
関
す
る
啓
発
に
も
努
め

て
い
る
。

　

地
区
別
の
空
き
家
軒
数
は
別

表
参
照
。

問  

空
き
地
や
空
き
家
に
つ

い
て
、
所
有
者
が
管
理

で
き
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
年
々

増
え
て
い
る
。
防
災
、
防
犯
の

観
点
か
ら
、
管
理
が
行
き
届
い

て
い
な
い
場
所
は
ご
み
の
ポ
イ

捨
て
、
犬
猫
の
ふ
ん
害
に
よ
る

悪
臭
な
ど
が
発
生
し
、
近
隣
の

方
に
悪
影
響
だ
が
、
対
策
は
。

答
生
活
環
境
課
窓
口
に
お

い
て
、
啓
発
看
板
の
無

償
配
布
等
の
啓
発
活
動
及
び
空

き
家
の
現
地
確
認
と
所
有
者
へ

の
適
正
な
管
理
の
通
知
書
を
送

付
し
て
い
る
。

問  

空
き
地
除
草
の
実
態
に

つ
い
て
、
現
在
は
ど
の

よ
う
に
対
処
し
て
い
る
の
か

答
条
例
に
基
づ
き
、
所
有

者
を
調
査
し
、
現
地
を

確
認
の
上
、
現
状
の
写
真
を
添

付
し
た
空
き
地
除
草
依
頼
通
知

書
を
送
付
し
て
い
る
。
改
善
の

な
い
所
有
者
に
は
再
度
通
知
を

し
、
板
野
東
部
消
防
組
合
と
連

携
す
る
等
、指
導
を
し
て
い
る
。

問  

空
き
家
対
策
に
つ
い

て
、
町
内
の
地
区
別
の

空
き
家
軒
数
は
何
軒
か
。ま
た
、

地
域
、
近
隣
の
方
々
は
大
変
困

惑
し
て
お
り
、
防
犯
、
防
災
、

除
草
を
含
め
、
ど
の
よ
う
な
対

策
を
講
じ
て
い
る
の
か
。

答
所
有
者
か
ら
相
談
が

あ
っ
た
場
合
は
、
状
況

に
よ
っ
て
、
空
き
家
情
報
バ
ン

ク
へ
の
紹
介
、
登
録
等
の
協
議

を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
管
理
の
で
き
て
い
な

い
空
き
家
に
つ
い
て
は
、
所
有

者
に
対
し
て
適
正
な
管
理
を
依

頼
す
る
通
知
書
を
送
付
し
て
い

る
。

企業誘致周知情報対策企業誘致周知情報対策
人材育成を図るとともに、総合戦略に基づく人材育成を図るとともに、総合戦略に基づく

移住交流人口の拡大に努めていく移住交流人口の拡大に努めていく

永
なが

濵
はま

　茂
しげ

樹
き

　議員
（厚生常任委員会） 

その他の
質　　問

○
耕
作
放
棄
地
の
除
草
等
に
つ
い
て

○
農
地
銀
行
の
取
組
に
つ
い
て

大字ごとの空家軒数及び空家率

大　字 建物軒数 空家軒数 空家率
(大字内)

奥　野 1,893 89 4.70%

東中富 1,376 52 3.78%

徳　命 1,554 39 2.51%

富　吉 1,334 35 2.62%

勝　瑞 2,183 63 2.89%

笠　木 577 20 3.47%

住　吉 1,777 39 2.19%

矢　上 1,806 58 3.21%

乙　瀬 976 38 3.89%

合　計 13,476 433 3.21%

商業施設等が建ち並ぶ町中心部
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林
はやし

　　茂
しげる

　議員
（総務文教常任委員会） 

問  

西
小
学
校
で
学
校
給
食

試
食
会
後
、
校
舎
案
内

が
あ
り
修
繕
箇
所
が
数
か
所

あ
っ
た
。
他
の
学
校
施
設
の
点

検
と
、
修
繕
箇
所
に
対
す
る
要

望
に
つ
い
て
教
育
委
員
会
の
対

応
は
。

　

校
長
は「
和
式
ト
イ
レ
は
利

用
し
な
い
、
洋
式
ト
イ
レ
に
列

が
で
き
る
。」と
言
っ
て
い
た

が
、
洋
式
化
に
か
か
る
費
用
と

年
次
計
画
は
。

答
各
学
校
か
ら
修
繕
工
事

で
多
く
の
予
算
要
求
が

出
て
き
て
い
る
が
、
財
政
的
な

制
約
も
あ
る
た
め
、
緊
急
性
に

よ
っ
て
優
先
順
位
を
つ
け
て
実

施
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
が
現
状
。

　

洋
式
化
に
か
か
る
費
用
は
全

体
で
１
億
３
１
０
０
万
円
。

　

年
次
計
画
に
つ
い
て
は
、
今

後
お
お
む
ね
５
か
年
で
、
洋
式

化
率
50
％
以
上
に
整
備
を
進
め

て
い
き
た
い
。

問  

平
成
21
年
９
月
に
１
億
９

５
０
０
万
円
か
け
て
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
場
を
建
設
、
町
負
担
は

９
０
０
０
万
円
と
赤
字
運
営
で

あ
る
。
赤
字
解
消
対
策
は
考
え

て
い
る
の
か
。

答
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
周

知
、
指
定
管
理
者
の
日

本
道
路
に
よ
る
定
期
的
な
コ
ン

ペ
の
開
催
等
に
よ
り
、
入
場
者

数
は
増
加
の
傾
向
に
あ
る
。
引

き
続
き
、
営
業
努
力
や
費
用
対

効
果
を
念
頭
に
置
い
た
運
営
に

努
め
た
い
。

問  

県
内
で
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

は
美
馬
市
と
貞
光
に
２

か
所
あ
る
が
、
無
料
で
運
営
を

し
て
い
る
。
各
町
か
ら
の
支
出

と
運
営
は
。
町
民
か
ら
入
場
料

無
料
化
の
要
望
が
あ
る
が
。

答
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
は
県

内
に
本
町
以
外
３
か
所

あ
る
が
、
２
か
所
が
町
の
直

営
、
１
か
所
が
指
定
管
理
で
運

営
さ
れ
て
い
る
。

　

支
出
に
つ
い
て
は
、
１
か
所

の
み
聞
き
取
り
が
で
き
、
年
間

約
５
０
０
万
円
を
支
出
し
て
い

る
と
の
こ
と
。

　

入
場
料
の
無
料
化
に
つ
い
て

は
、
赤
字
が
増
加
す
る
こ
と
か

ら
、
入
場
者
に
は
一
定
の
応
益

負
担
を
お
願
い
し
、
サ
ー
ビ
ス
水

準
の
向
上
に
努
め
て
い
き
た
い
。

問  
今
年
10
月
か
ら
幼
児
教

育
・
保
育
の
無
償
化
が

実
施
さ
れ
る
。
３
歳
児
か
ら
５

歳
児
の
保
育
料
無
償
化
の
実
施

に
よ
り
、
今
ま
で
３
歳
児
以
上

の
給
食
費
は
保
育
料
に
含
ま
れ

て
い
た
が
、
保
護
者
負
担
と

な
っ
た
。
保
護
者
の
中
に
は
保

育
料
が
無
償
で
も
逆
に
実
際
の

支
払
金
額
が
高
く
な
る
世
帯
が

で
て
く
る
の
で
な
い
か
。

　

給
食
費
は
、
町
が
負
担
す
べ

き
だ
。
無
償
に
し
た
場
合
、
対

象
者
と
町
の
負
担
額
は
。

答
保
育
料
無
償
化
が
実
施

さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
負

担
増
加
が
起
き
な
い
よ
う
に
、

町
単
独
助
成
を
考
え
て
い
る
。

必
要
経
費
は
２
７
０
万
円
で
、

補
助
対
象
者
は
お
よ
そ
１
０
０

人
程
度
。

保育所の給食費は無料にすること保育所の給食費は無料にすること
町単独助成を考えている町単独助成を考えている

学校施設の改修とトイレの洋式化の計画は学校施設の改修とトイレの洋式化の計画は
財政的な制約があるため計画的な実施に努める財政的な制約があるため計画的な実施に努める

パークゴルフ場の入場料を無料にすることパークゴルフ場の入場料を無料にすること
入場者には一定の応益負担をお願いする入場者には一定の応益負担をお願いする

その他の
質　　問

○
公
共
下
水
道
事
業
に
２
億
円
繰
入
れ
に
つ

　
い
て

○
町
財
政
の
在
り
方
に
つ
い
て

パークゴルフ場
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西
にし

川
かわ

　良
よし

夫
お

　議員
（総務文教常任委員会） 

町 政 の こ こ が 聞 き た い 一般質問

問  

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
は
、
昨
年
実

施
し
た
第
３
回
国
際
教

員
指
導
環
境
調
査
の
集
計
結
果

を
公
表
。
そ
れ
に
よ
る
と
日
本

の
中
学
校
教
員
の
仕
事
時
間
は

１
週
間
当
た
り
56
時
間
で
、
13

年
の
前
回
調
査
を
２
・
１
時
間

上
回
り
、
２
回
連
続
で
世
界
最

長
と
の
結
果
だ
。
文
部
科
学
省

は
今
年
１
月
、
公
立
校
教
員
の

残
業
の
上
限
を
原
則「
月
45
時

間
、
年
３
６
０
時
間
」と
す
る

指
針
を
策
定
。
部
活
動
の
在
り

方
の
見
直
し
を
含
め
た
総
合
的

な
働
き
方
改
革
を
推
進
し
て
い

る
。

　

教
員
に
は
時
間
外
労
働
を
課

さ
な
い
法
律
に
な
っ
て
い
る

が
、
教
員
の
勤
務
状
況
と
働
き

方
改
革
の
取
組
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。

答
教
員
の
勤
務
状
況
に
つ

い
て
は
、
一
定
の
改
善

が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
従
来
か

ら
続
い
て
い
る
長
時
間
勤
務
の

実
態
は
依
然
と
し
て
か
な
り

残
っ
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

　

教
員
の
働
き
方
改
革
の
問
題

の
本
質
は
、
教
員
の
多
忙
と
疲

弊
に
よ
っ
て
、
最
も
重
要
で
あ

る
子
供
へ
の
直
接
的
な
関
わ
り

が
不
十
分
に
な
る
と
い
う
点
に

あ
る
。

　

こ
の
働
き
方
改
革
の
意
義
を

全
職
員
が
共
通
理
解
し
て
意
識

改
革
を
進
め
、
ま
た
、
具
体
的

に
教
職
員
の
負
担
を
大
き
く
し

て
い
る
も
の
を
現
場
に
即
し
て

洗
い
出
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

教
育
行
政
か
ら
の
支
援
と
し

て
で
き
る
こ
と
を
徐
々
に
進
め

て
い
き
た
い
。

問  
こ
の
制
度
は
、「
現
在
は

生
活
保
護
を
受
給
し
て

い
な
い
が
、
生
活
保
護
に
至
る

お
そ
れ
が
あ
る
人
で
、
自
立
が

見
込
ま
れ
る
人
」を
対
象
に
支

援
を
必
要
と
す
る
も
の
で
あ

る
。
実
質
賃
金
が
減
少
し
て
い

く
中
で
、
生
活
が
苦
し
い
と
答

え
た
人
は
全
体
で
56
・
５
％
、

母
子
世
帯
で
は
実
に
82
・
７
％
。

　

ま
た
、
ひ
き
こ
も
り
の
高
齢

化
、長
期
化
が
鮮
明
に
な
っ
た
。

中
高
年
層
を
対
象
に
し
た
ひ
き

こ
も
り
の
調
査
で
は
１
１
０
万

人
と
推
定
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
子
供
や
若
者
に
加
え
て
中

高
年
に
対
す
る
支
援
も
必
要
と

し
て
い
る
。

　

同
制
度
に
つ
い
て
の
現
状
を

伺
い
た
い
。

　

ま
た
、
ひ
き
こ
も
り
等
の
実

態
調
査
を
実
施
す
べ
き
だ
。

答
本
町
で
は
、
藍
住
町
社

会
福
祉
協
議
会
に
生
活

困
窮
者
の
相
談
窓
口
を
設
置

し
、
き
め
細
か
く
対
応
し
て
い

る
。

　

ま
た
、
生
活
困
窮
に
至
る
要

因
は
多
様
で
あ
り
、
個
々
の
状

況
に
応
じ
た
対
応
や
ケ
ア
が
必

要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
福
祉
課

等
の
関
係
課
が
関
係
機
関
と
連

携
を
図
り
、
必
要
に
応
じ
て

ケ
ー
ス
会
議
を
開
催
し
て
い

る
。

　

今
後
と
も
、「
ま
ず
は
相
談

を
い
た
だ
く
」
と
い
う
こ
と
を

第
一
に
、
個
々
の
状
況
に
応
じ

た
対
応
を
図
る
と
と
も
に
、
民

生
委
員
の
見
守
り
活
動
の
強
化

な
ど
、
地
域
の
総
合
力
で
生
活

困
窮
者
対
策
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

生活困窮者自立支援制度について生活困窮者自立支援制度について
地域の総合力で生活困窮者対策に取り組んでいく地域の総合力で生活困窮者対策に取り組んでいく

教員の働き方改革について教員の働き方改革について
働き方改革の意義を全職員が共通理解し、働き方改革の意義を全職員が共通理解し、
意識改革を進めていくことが大切意識改革を進めていくことが大切

働き方改革で県教委の表彰をうけた藍住北小学校
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町 政 の こ こ が 聞 き た い 一般質問

問  

学
校
現
場
で
の
防
災
教

育
へ
の
取
組
・
実
施
状

況
と
災
害
時
の
保
護
者
と
の
連

絡
方
法
の
確
認
、
ま
た
、
学
校

独
自
の
児
童
生
徒
用
の
最
低
限

の
災
害
物
資
と
し
て
、
水
・
食

料
・
衛
生
用
品
は
ど
れ
だ
け
確

保
で
き
て
い
る
の
か
尋
ね
る
。

答
町
内
全
て
の
学
校（
園
）

で
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

策
定
し
、
避
難
訓
練
を
実
施
し

て
い
る
。

　

保
護
者
と
の
連
絡
は
緊
急
時

引
渡
し
カ
ー
ド
を
全
家
庭
か
ら

提
出
、
ま
た
は
適
宜
の
メ
ー
ル
登

録
確
認
を
通
し
て
行
って
い
る
。

　

学
校
独
自
の
災
害
物
資
は
必

要
最
小
限
と
な
っ
て
お
り
、
十

分
で
は
な
い
。

問  

学
童（
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
）で
の
防
災
訓
練

の
実
施
状
況
と
学
校
・
保
護
者

と
の
連
携
に
つ
い
て
。

答
地
震
対
策
避
難
訓
練
を

１
、２
回
実
施
し
て
い
る
。

　

連
絡
体
制
に
つ
い
て
は
、
保

護
者
と
は
緊
急
メ
ー
ル
配
信
シ

ス
テ
ム
を
利
用
し
、
学
校
と
は

学
校
の
安
心
メ
ー
ル
で
連
絡
し

て
い
る
。

問  

町
民
一
斉
避
難
訓
練
の

参
加
状
況
、
防
災
意
識

調
査
に
つ
い
て
自
助
・
共
助
の

間
に
向
こ
う
３
軒
両
隣
の
近

所
・
近
助
の
考
え
を
入
れ
、
よ

り
密
に
し
た
自
主
防
災
体
制
の

確
立
と
育
成
へ
の
取
組
、ま
た
、

避
難
所
災
害
用
備
蓄
品
の
う

ち
、
避
難
者
用
災
害
用
毛
布
の

備
蓄
数
、
不
足
分
に
つ
い
て
尋

ね
る
。答

訓
練
参
加
者
数
は
、
合

計
１
０
６
９
名
。

　

近
隣
住
民
と
の
連
携
に
つ
い

て
、
自
主
防
災
組
織
の
活
性
化

を
図
り
防
災
意
識
の
向
上
等
に

努
め
た
い
。
ま
た
、
毛
布
の
不

足
分
は
、
県
や
日
赤
の
配
布
に

な
る
と
考
え
て
い
る
。

問  

各
地
で
発
生
し
て
い
る

記
録
的
短
時
間
大
雨
や

想
定
最
大
規
模
の
内
水
氾
濫
に

よ
る
浸
水
状
況
、
そ
の
対
策
に

つ
い
て
尋
ね
る
。

答
前
回
の
一
斉
避
難
訓
練

時
に
、
最
大
想
定
で
垂

直
避
難
を
実
施
し
て
い
る
。

防災・減災対策防災・減災対策
自助の意識を持っていただけるよう普及啓発に努める自助の意識を持っていただけるよう普及啓発に努める

西
にし

岡
おか

　恵
けい

子
こ

　議員
（厚生常任委員会） 

問  
阿
波
藍
の
文
化
伝
承
・

観
光
振
興
は
本
町
に

と
っ
て
も
大
き
な
事
業
、
日
本

遺
産
に
認
定
さ
れ
、
藍
の
魅
力

を
発
信
す
る
に
当
た
り
今
後
の

計
画
、
具
体
的
取
組
に
つ
い
て

尋
ね
る
。

答
今
年
度
は
拠
点
施
設
整

備
事
業
、
案
内
板
作
成

事
業
、
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
事

業
、
文
化
財
調
査
研
究
事
業
、

文
化
庁
事
業
へ
の
参
加
等
の
事

業
を
実
施
す
る
。

問  

12
月
15
日
に
藍
住
町
総

合
文
化
ホ
ー
ル
開
館
記

念
事
業
の
一
つ
と
し
て
開
催
予

定
と
な
っ
て
い
る「
イ
ン
デ
ィ

ゴ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
２
０
１
９
」

に
つ
い
て
プ
ロ
の
デ
ザ
イ

ナ
ー
・
モ
デ
ル
に
よ
る
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
て
は
い
か
が
か
。

答
既
に
昨
年
度
か
ら
取
り

入
れ
て
い
る
。

問
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

現
状
と
今
後
の
活
動
状

況
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

答
現
在
４
名
が
研
修
を
受

け
な
が
ら
藍
を
栽
培
し

て
い
る
。
年
明
け
に
藍
住
町
産

の
蒅
が
完
成
予
定
で
、
約
１
年

後
に
は
そ
の
蒅
で
藍
建
て
を
行

う
計
画
と
し
て
い
る
。

藍関連事業への取組藍関連事業への取組
総力をあげて取り組む総力をあげて取り組む

インディゴプチコレクション2019出演者
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町 政 の こ こ が 聞 き た い 一般質問

問  

安
心
し
て
子
供
を
産
み

育
て
ら
れ
る
環
境
は
、

移
り
住
み
た
い
、
戻
っ
て
住
み

た
い
と
い
う
町
の
魅
力
と
し
て

重
要
。
ま
た
、
子
供
を
も
う
１

人
産
み
た
い
と
い
う
希
望
を
実

現
す
る
た
め
に
も
就
業
と
子
育

て
の
両
立
支
援
や
子
育
て
の
心

理
的
軽
減
は
重
要
。
具
体
的
に

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る

か
。答

今
年
度
開
設
予
定
の
子

育
て
世
代
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
既
存
事
業
に

加
え
、
心
身
の
ケ
ア
や
育
児
サ

ポ
ー
ト
等
の
新
事
業
が
展
開
で

き
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
る
。

問  

保
育
所
、
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
の
現
在
の
人
数

と
待
機
児
童
対
策
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。

答
９
月
時
点
で
、
保
育
所

入
所
児
童
数
６
３
９

名
、
待
機
児
童
数
40
名
。
民
間

保
育
所
の
新
設
や
増
設
、
定
員

の
弾
力
化
と
合
わ
せ
、
対
応
し

て
い
き
た
い
。
ま
た
、
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
登
録
児
童
数
は

６
０
６
人
で
、
待
機
児
童
は
ゼ

ロ
。

問  

過
去
５
年
間
の
選
挙
に
お

い
て
投
票
率
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。

答
町
長
選
挙
は
、
過
去
５

年
間
無
投
票
。
そ
の
他

選
挙
の
投
票
率
に
つ
い
て
は
別
表

参
照
。問  

投
票
率
向
上
に
向
け
て

の
取
組
は
ど
の
よ
う
に
し

て
い
る
か
。

答
広
報
車
の
巡
回
を
増
や

し
、
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

モ
ー
ル
で
の
館
内
放
送
や
、
選
挙

啓
発
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
を
行
っ
た
。

　

投
票
率
の
低
い
若
年
層
対
策

と
し
て
は
、
成
人
式
で
の
啓
発

活
動
、
中
学
校
で
の
「
選
挙
出

前
授
業
」
を
実
施
し
て
い
る
。

問  

期
日
前
投
票
所
の
場
所
に

つ
い
て
、
現
在
は
役
場
４

階
だ
が
、
上
が
っ
て
い
く
の
が
不

便
と
の
声
を
聞
く
。
来
年
２
月

に
は
町
議
会
議
員
選
挙
が
あ
る
が

文
化
ホ
ー
ル
に
移
し
て
は
ど
う
か
。

答
選
挙
日
程
が
急
に
決
定
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
一
般
貸

出
し
への
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
管
理
運
営
上
の
問
題

等
に
よ
り
総
合
文
化
ホ
ー
ル
で

は
難
し
い
。

問  

開
票
所
の
場
所
に
つ
い
て
、

今
の
役
場
４
階
で
は
非
常

に
狭
い
と
の
声
が
多
い
。
町
民
体

育
館
に
変
更
し
て
は
ど
う
か
。

答
急
な
日
程
調
整
が
困
難

で
あ
る
こ
と
や
不
測
の
事

態
も
考
慮
し
、
町
民
シ
ア
タ
ー

で
の
実
施
を
基
本
と
し
て
考
え

て
い
る
。

問  
体
育
館
の
エ
ア
コ
ン
設

置
に
つ
い
て
、
本
町
で

の
負
担
は
概
算
で
約
１
億
９
０

０
０
万
円
に
な
る
。
小
中
学
校

６
校
の
体
育
館
に
空
調
施
設
を

す
る
と
財
政
に
与
え
る
影
響
も

大
き
く
な
る
。
必
要
性
も
含
め

今
後
の
検
討
課
題
に
す
る
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
が
、
ど
う
検
討

し
た
か
。

答
財
政
的
な
制
約
が
あ
り
、

緊
急
性
に
よ
っ
て
、
優
先

順
位
を
つ
け
て
実
施
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
現
状
に
あ
る
。

学校施設について学校施設について
緊急性により優先順位をつけて実施緊急性により優先順位をつけて実施

子育て支援について子育て支援について
ニーズの確保に努め、事業の一層の充実を図っていくニーズの確保に努め、事業の一層の充実を図っていく

その他の
質　　問

○
高
齢
者
対
策
に
つ
い
て

○
藍
の
町
の
取
組
に
つ
い
て

小
お

川
がわ

　幸
ゆき

英
ひで

　議員
（厚生常任委員会） 

選
挙
に
つ
い
て

選
挙
に
つ
い
て

　　
選
挙
の
状
況
に
応
じ
て
進
め
て
い
き
た
い

選
挙
の
状
況
に
応
じ
て
進
め
て
い
き
た
い

過去５年間の選挙の投票率
選挙名 投票日 投票率（％）

藍住町議会議員一般選挙 平成28年２月 41.39

徳 島 県 知 事 選 挙
平成27年４月 36.87
平成31年４月 42.81

徳 島 県 議 会 議 員
一 般 選 挙

平成27年４月 36.66
平成31年４月 42.77

参議院議員通常選挙
平成28年７月 42.20
令和元年７月 35.28

衆議院議員総選挙 平成26年12月 40.49
平成29年10月 39.62

開票が行われる町民シアター
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9月定例会
　₉月議会定例会が₉月４日から20日までの17日間の
会期で開会され、下記の議案について審議しました。

実実質質収収支支額額 444億億億907907907万万円円のの黒黒字字決決算算

　歳入歳出差引額から、継続費逓次繰越・繰越
明許費繰越額（30年度の特定事業への繰越額）を
差し引いた実質収支額は４億907万円の黒字とな
りました。
　実質収支額の10％である4,100万円を財政調整
基金（町の貯金）へ積立、残り３億6,807万円を令
和元年度へ繰越しました。

※水道事業の資本的収支不足額については、内部留保資金等で全額補填しました

★平成30年度決算の状況★★平成30年度決算の状況★
区　　分 歳　入　額 歳　出　額 継続費逓次繰越・

繰越明許費繰越額 実質収支額

一　般　会　計 136億4,784万円 129億6,661万円 2億7,216万円 4億907万円

特
別
会
計
　

国 民 健 康 保 険 事 業 33億9,906万円 32億9,213万円 0円 1億693万円

介 護 保 険 事 業 26億4,791万円 25億8,736万円 0円 6,055万円

介 護 サ ー ビ ス 事 業 702万円 702万円 0円 0円

後期高齢者医療事業 3億5,361万円 3億4,264万円 0円 1,097万円

下 水 道 事 業 4億2,897万円 4億1,015万円 10万円 1,872万円

歳 入 総 額 136億4,784万円

歳 出 総 額 129億6,661万円

歳 入 歳 出 差 引 額 6億8,123万円
継 続 費 逓 次 繰 越・
繰 越 明 許 費 繰 越 額 2億7,216万円

実 質 収 支 額 4億  907万円

財 政 調 整 基 金 繰 入 額 4,100万円

令和元年度への繰越額 3億6,807万円

区　　分 収 入 総 額 支 出 総 額 収益的収支純利益（消費税調整後）
および資本的収支不足額

水道事業
収益的収支 5億2,609万円 4億2,787万円 9,074万円

資本的収支 667万円 1億4,516万円 △1億3,850万円

認 定認 定
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区　　分 定　数（人） 報酬月額（円） 報酬年額（円）

監査委員（学識） 1 28,000 336,000

監査委員（議員） 1 15,000 180,000

平成30年度平成30年度
一般会計・特別会計一般会計・特別会計 決 算決 算

民生費
41億3,718万円

総務費
40億6,472万

公債費
7億5,850万円

農林水産業費 1億3,665万円

土木費　5億2,422万円

衛生費
11億3,817万円

消防費　4億7,504万円

教育費
14億8,500万円

議会費　1億979万円 諸支出金 9,097万円

商工費 3,592万円

労働費 1,045万円

歳出

自

歳入
財財

源源

主

依

存

地方交付税　16億4,891万円

町税
41億7,812万円

分担金及び負担金
4億1,072万円

使用料及び手数料
2億7,928万円

繰越金
4億6,761万円
その他
1億3,825万円
繰入金
11億322万円利子割交付金   1,179万円

その他   8,330万円
地方特例交付金   3,180万円
地方譲与税   9,576万円

国庫支出金
15億639万円

地方債
22億950万円

県支出金
8億9,748万円
地方消費税交付金
5億8,571万円

歳入総額 136億4,784万円

歳出総額 129億6,661万円

★平成30年度藍住町職員等の給料（報酬）★★平成30年度藍住町職員等の給料（報酬）★

区　　分
特別職定数
及び職員数

（人）

給料（報酬）
月　　額
（円）

期末・勤勉手当（＊は、期末手当のみ） 給料（報酬）
年額

（円）６月 12 月 計

＊町　長 1 793,000

1.575月 1.725月 3.3月

12,525,434

＊副町長 2 634,400 10,020,348

＊教育長 1 586,800 9,268,505

＊議　長 1 333,000 5,259,734

＊副議長 1 277,500 4,383,111

＊議　員 14 222,000 3,506,489

職　員 209 （平均）314,400 2.125月 2.275月 4.4月
（最高）6,945,124

（最低）2,412,439

平成30年４月１日現在

平成30年４月１日現在



12藍住町議会だより 99号

〜議員提案〜〜議員提案〜
● 藍住町議会議員の定数を定める条例の一部改正
　 議員定数を16人から18人に改める改正
提案理由

　藍住町の町村議会議員１人当たりの人口は県内16町村議会の中で最も多く、人口も増加しており、多くの意
見がなかなか議会に届きにくいため。

　・提　案　者　議会改革調査特別委員会委員長　西川　良夫

議 員 名

議 案 名

喜
田　
　
　

修

古
川　

義
夫

安
藝　

広
志

鳥　
海　
典　
昭

徳　
元　
敏　
行

西　
岡　
恵　
子

西　
川　
良　
夫

小
川　

幸
英

林　
　
　
　
　

茂

奥
村　

晴
明

平
石　

賢
治

佐
野　

慶
一

永　
濵　
茂　
樹

森　
　
　
　
　

彪

結　
　
　
　
　

果
藍住町議会議員の定数を定める条例の
一部改正 × × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × × × ○ ― 可決

採決結果採決結果

○：賛成　×：反対　ー：議長のため採決には参加せず○：賛成　×：反対　ー：議長のため採決には参加せず
〜請　願〜〜請　願〜

１件の請願がありましたが、「藍住町議会議員の定数を定める条例の一部改正」が可決されているため、みなし不採択
となりました。
● 藍住町議会議員の定数を増やさないことを求める請願書
　 ・請　願　者　岡本　広数 氏
　 ・紹介議員　西川　良夫 議員

令和元年第2回臨時会令和元年第2回臨時会
　議員定数を２人増の18人とする条例改正案が９月20日（９月議会最終日）に可決したことを受け、髙橋英夫町長が議
決に異議があるとして24日に申し立てた「再議（審議のやり直し）」について審議するため、27日に臨時会が招集されま
した。しかし、「議会で可決された議案に対して、根拠を示さず不確定な要素を元に提出された再議に応じることはで
きない。」として７人が欠席し、出席議員が開会に必要な８人に達せず流会となりました。

令和元年第３回臨時会令和元年第３回臨時会
　町長が申し立てた「再議」について審議するための臨時会が30日に開かれました。
開会直後に、散会を求める動議が提出され、賛成多数で可決されたことにより、散会しました。

● 動　議
　町長の再議の申し出は、法令の解釈を誤り議会の自律権を侵害するもので、無効と認められます。よって、
申し出は会議に付することなく直ちに散会することを望みます。

　・提出議員　安藝　広志
　・賛成議員　鳥海　典昭、徳元　敏行、西岡　恵子、小川　幸英、林　　茂、永濵　茂樹

臨時会招集請求書を提出臨時会招集請求書を提出
　議会運営委員会において、議会臨時会の付議事件について審議しました。

　そこで、条例可決にかかる諸問題の特別委員会の設置、藍住町総合文化ホール建設にかかる事務の調査に関

して藍住町総合文化ホール特別委員会に100条調査権等を委任する決議を提出するため、地方自治法第101条第

２項の規定により、藍住町議会臨時会招集請求書を町長に提出することに決定しました。
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令和元年度藍住町一般会計補正予算令和元年度藍住町一般会計補正予算

　  総　務　費
◆町制施行65周年記念誌作成業務委託

500万円

　  教　育　費
◆あいずみ保育園大規模改修工事補助金

1，474万円

～主な補正内容（１万円未満四捨五入）～

1億3，700万円増額歳入歳出歳入歳出
それぞれそれぞれ 113億3，700万円予算総額予算総額

〜町長提案〜〜町長提案〜
● 平成30年度藍住町一般会計歳入歳出決算の認定 ……………………………………………………………… 可　　決
● 平成30年度藍住町特別会計（国民健康保険事業）歳入歳出決算の認定 ……………………………………… 可　　決
● 平成30年度藍住町特別会計（介護保険事業）歳入歳出決算の認定 …………………………………………… 可　　決
● 平成30年度藍住町特別会計（介護サービス事業）歳入歳出決算の認定 ……………………………………… 可　　決
● 平成30年度藍住町特別会計（後期高齢者医療事業）歳入歳出決算の認定 …………………………………… 可　　決
● 平成30年度藍住町特別会計（水道事業）利益の処分及び歳入歳出決算の認定 ……………………………… 可　　決
● 平成30年度藍住町特別会計（下水道事業）歳入歳出決算の認定 ……………………………………………… 可　　決
● 令和元年度藍住町一般会計補正予算 …………………………………………………………………………… 可　　決
● 令和元年度藍住町特別会計（下水道事業）補正予算 …………………………………………………………… 可　　決
● 藍住町住民の印鑑に関する条例の一部改正 …………………………………………………………………… 可　　決
● 幼稚園の授業料に関する条例の一部改正 ……………………………………………………………………… 可　　決
● 藍住町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部改正 …… 可　　決
● 藍住町森林環境譲与税基金条例の制定 ………………………………………………………………………… 可　　決
● （仮称）藍住町文化ホール等複合公共施設緑地広場・駐車場整備工事の変更請負契約の締結 …………… 可　　決
● 固定資産評価審査委員会委員選任の同意 …………………………………………………………………… 森　憲一氏

〜報　告〜〜報　告〜
● 平成30年度財政健全化判断比率の報告
● 平成30年度水道事業会計資金不足比率の報告
● 平成30年度下水道事業会計資金不足比率の報告
● 平成30年度藍住町継続費精算報告書の報告

〜諮　問〜〜諮　問〜
● 人権擁護委員候補者の推薦 …………………………………………… 三輪　浩美氏、嶋田　宗弘氏、櫻間　正三氏

永濵　茂樹 議員 古川　義夫 議員

各種功労者表彰各種功労者表彰

会　計　名 補 正 前 の 額 補 正 額 補 正 後 の 額

下 水 道 事 業 3億9,800万円 1,770万円 4億1,570万円

令和元年度特別会計（下水道事業）補正予算令和元年度特別会計（下水道事業）補正予算

　10月16日、第60回四国地区町村議会議長会研修会において、
自治功労者表彰式が行われ、次の方が表彰されました。
四国地区町村議会議長会表彰（19年以上在職）
　永　濵　茂　樹　議員
　古　川　義　夫　議員
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～～  
市
町
村
議
会
議
員
特
別
講
座（
政
策
立
案
の
基
本
）に
参
加
し
て

市
町
村
議
会
議
員
特
別
講
座（
政
策
立
案
の
基
本
）に
参
加
し
て  

～～

議
会
議
員

議
会
議
員  

西　
岡　
恵　
子

西　
岡　
恵　
子

　
８
月
７
日
か
ら
８
月
９
日

の
３
日
間
、
千
葉
市
・
市
町

村
ア
カ
デ
ミ
ー
研
修「
市
町

村
議
会
議
員
特
別
講
座（
政

策
立
案
の
基
本
）」に
参
加
し

ま
し
た
。

　
こ
の
講
座
の
特
徴
は
、「
政

策
立
案
演
習
」の
テ
ー
マ
を

選
択
し
、
事
前
に
指
定
の
資

料
を
提
出
す
る
と
い
う
も
の

で
、
私
は
、「
防
災
・
災
害
対

策
と
議
会
」を
選
択
し
堤
出

し
ま
し
た
。

　
１
日
目
、
開
講
式
・
オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
、
全
国
よ
り
参
加
の
37
名

の
市
町
村
議
員
が
班
別
に
紹

介
さ
れ
、
講
義
が
開
始
さ
れ

ま
し
た
。

　
長
野
県
立
大
学
グ
ロ
ー
バ

ル
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
学
部
、

田
村
秀
教
授
の「
地
方
財
政

の
現
状
と
今
後
の
課
題
」で

は
、
中
央
集
権
対
地
方
分
権

に
つ
い
て
、
法
体
系
の
違
い

（
日
本
の
場
合
、
公
序
良
俗

に
反
し
て
は
い
け
な
い
が
、

自
治
体
は
法
律
に
違
反
し
な

い
限
り
何
で
も
で
き
る
）、

財
政
に
つ
い
て
は
、
世
界
に

冠
た
る
地
方
交
付
税
制
度
が

あ
る
が
、
自
治
体
の
裁
量
の

余
地
が
少
な
い
と
の
声
も
あ

る
。「
政
策
形
成
の
課
題
」と

し
て
、
政
策
提
案
は
重
要
だ

が
、
首
長
か
ら
の
提
案
事
項

の
チ
ェ
ッ
ク
も
重
要
、
特
に

前
提
と
な
る
デ
ー
タ
や
デ
ー

タ
分
析
が
適
切
な
の
か
要
注

意
、
ま
た
、
こ
だ
わ
り
を
持

つ
こ
と
、
数
値
を
見
抜
く
力

を
養
う
、
数
に
強
く
な
る
こ

と
も
大
事
ほ
か
、
政
策
立
案

上
役
立
つ
講
義
で
し
た
。

　
そ
の
後
、
各
班
に
分
か
れ

て
政
策
立
案
演
習
の
準
備
に

入
り
、
事
前
提
出
の
資
料
確

認
を
し
、
共
通
の
課
題
や
問

題
点
を
話
し
合
い
方
向
性

を
決
め
ま
し
た
。（
Ｇ
班
は
、

茅
ヶ
崎
市
、
甲
府
市
、
箕
輪

町
、
熊
取
町
、
北
中
城
村
、

藍
住
町
の
６
名
）

　
２
日
目
、
午
前
は
、
元
全

国
都
道
府
県
議
会
議
長
会
事

務
局
次
長
、
内
田
一
夫
氏
に

よ
る「
地
方
議
会
の
仕
組
み

と
権
限
」で
、
議
員
と
し
て

活
動
す
る
上
で
知
っ
て
お
く

べ
き
最
低
限
の
知
識
と
し

て
、
議
員
必
携
を
さ
ら
に
分

か
り
や
す
く
解
説
し
た
講
義

で
し
た
。

　
続
い
て
、
明
治
大
学
経

営
学
部
公
共
経
営
学
科
、

菊
池
端
夫
准
教
授
の「
政

策
立
案
の
ポ
イ
ン
ト
」は
、

地
方
議
会
を
取
り
巻
く
状

況
と
こ
れ
か
ら
、
地
方
議

会
に
お
け
る
政
策
リ
サ
ー

チ
、
仮
説
の
導
出
と
検
証

（
分
析
・
推
論
）、
ナ
ッ
ジ

（N
udge

）:

行
動
変
革
の

仕
掛
け
ほ
か
政
策
形
成
過

程
に
お
け
る
議
会
・
議
員

の
関
わ
り
方
と
責
任
に
つ

い
て
等
、
実
例
を
挙
げ
な

が
ら
の
講
義
は
、
今
回
の

研
修
の
ポ
イ
ン
ト
そ
の
も

の
で
し
た
。　
　

　
午
後
は
、
班
別
政
策
立

案
演
習
、
政
策
立
案
シ
ー

ト
の
作
成
に
当
た
り
、
Ｇ

班
は
、「
防
災
・
災
害
対
策

と
議
会
」を
テ
ー
マ
に
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形

骸
化
・
危
機
意
識
の
希
薄

化
の
な
か
、
日
常
や
災
害

時
の
安
全
・
安
心
の
確
立

の
た
め
の
防
災
力
の
強

化
、
自
助
・
共
助
を
促
進

す
る
た
め
の
公
的
支
援
の

取
組
ほ
か
、
政
策
立
案
発

表
シ
ー
ト
を
仕
上
げ

ま
し
た
。

　
３
日
目
、
菊
池
准

教
授
同
席
の
も
と
、

各
班
の
政
策
立
案
が

発
表
さ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
に
質
疑
が
あ
り
議

会
実
践
そ
の
も
の

で
、
各
議
員
の
思
い

を
感
じ
ま
し
た
。
菊

池
准
教
授
か
ら
は
、

各
班
に
対
し
前
向
き

な
講
評
と
今
後
の
議

員
活
動
へ
の
期
待
が

述
べ
ら
れ
講
座
は
終

了
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
閉
講
式
が
行
わ

れ
修
了
証
書
を
頂

き
、
研
修
の
全
日
程

を
終
え
ま
し
た
。

　
研
修
で
は
、
政
策

立
案
の
講
義
と
実
践
演
習

を
通
じ
、
改
め
て
そ
の
重

要
性
を
学
ん
だ
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
、
全
国
の
地
方
議

員
と
の
意
見
交
換
・
交
流

は
、
大
変
有
意
義
な
時
間

で
し
た
。

議

員

研

修

報

告

議

員

研

修

報

告

議

員

研

修

報

告

班別政策立案演習
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四
国
地
区
町
村
議
会
議
長
会
研
修
会

四
国
地
区
町
村
議
会
議
長
会
研
修
会

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
た

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
た

藍
文
化
の
普
及

藍
文
化
の
普
及
P
R
P
R
等
の
要
望
活
動

等
の
要
望
活
動

藍（
愛
）を
身
に
つ
け
て
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
応
援
す
る
特
別
委
員
会

委
員
長 

鳥　
海　
典　
昭

　
本
委
員
会
は
、 「
藍
の
ま
ち
・
藍
住
町
」

を
全
国
に
広
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
、
昨

年
９
月
に
発
足
し
ま
し
た
。
ま
ず
は
、
議

員
自
ら
藍
を
知
り
、
学
び
、
体
験
す
る
と

い
う
思
い
か
ら
、
昨
年
10
月
に
藍
染
め
体

験
を
し
、
今
年
度
は
５
月
に
苗
の
定
植
、

６
月
に
除
草
作
業
、
８
月
に
刈
取
り
、
藍

こ
な
し
を
終
え
、残
す
は
蒅
づ
く
り
で
す
。

　
そ
う
し
た
中
、
吉
野
川
流
域
９
市
町
が

申
請
し
た「
藍
の
ふ
る
さ
と
阿
波
」が
日
本

遺
産
に
認
定
さ
れ
る
と
い
う
朗
報
が
届

き
、
本
委
員
会
に
と
っ
て
は
大
変
大
き
な

追
い
風
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
契
機
に
、
８
月
29
日
、
30
日
、

森
彪
議
長
ほ
か
委
員
５
名
で
、
藍
住
町
の

Ｐ
Ｒ
と
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
の
藍
染
め
製
品
の
着
用
、
地
方

創
生
に
取
り
組
む
議
会
活
動
へ
の
御
支
援

と
御
協
力
を
お
願
い
す
る
た
め
、
地
元
選

出
の
山
口
俊
一
衆
議
院
議
員
事
務
所
、
並

び
に
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
担
当
大
臣
で
あ
る

橋
本
聖
子
参
議
院
議
員
事
務
所
へ
行
き
要

　

10
月
16
日
に
徳
島
グ
ラ
ン
ヴ
ィ

リ
オ
ホ
テ
ル
に
お
い
て
四
国
地
区

町
村
議
会
議
長
会
研
修
会
が
開
催

さ
れ
、
本
町
議
会
か
ら
13
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
自
治
功
労
者
表
彰
式
の
後
、
田
崎

史
郎
氏
よ
り「
政
権
の
課
題
と「
ポ

ス
ト
安
倍
」の
行
方
」、
坂
口
裕
昭
氏

よ
り「
地
方
創
生
の
リ
ア
ル
～
覚
悟

は
あ
る
の
か
～
」と
題
し
て
、
講
演

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
８
月
13
日
に
藍
住

中
学
校
・
藍
住
東
中

学
校
を
本
町
議
会
か

ら
13
名
が
訪
問
し
ま

し
た
。
校
舎
内
を
視

察
し
、
修
繕
箇
所
等

を
確
認
し
ま
し
た
。

学
校
か
ら
は
、
要
望

等
は
教
育
委
員
会
と

相
談
し
な
が
ら
行
っ

て
い
き
た
い
と
の
こ

と
で
し
た
。

　
８
月
23
日
、
徳
島
市
千
秋

閣
に
お
い
て
議
会
広
報
作

成
講
座
が
開
催
さ
れ
、
西
岡

恵
子
議
員
、
林
茂
議
員
、
安

藝
広
志
議
員
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

吉
村
潔
氏
よ
り「
議
会
広

報
の
最
新
の
動
き
」と
題
し

て
、講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

望
書
を
提
出
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
Ｐ
Ｒ
活
動
を
継
続
し
、
広
く
国

民
に
藍
住
町
議
会
の
活
動
と
趣
旨
を
理
解

し
、
賛
同
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
委
員
会

を
あ
げ
て
努
力
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
御
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

中
学
校
訪
問

中
学
校
訪
問

議
会
広
報

議
会
広
報

作
成
講
座

作
成
講
座

橋本聖子参議院議員へ
要望書を提出

山口俊一衆議院
議員へ要望書を
提出
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委
員
長　
　

西　

岡　

恵　

子

副
委
員
長　
　

林　
　
　
　
　

茂

委

員　
　

安　

藝　

広　

志

委

員　
　

徳　

元　

敏　

行

徳命  徳命  山本　邦一山本　邦一さんさん

　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

で
は
事
務
局
任
せ
の
広
報
制

作
で
は
な
く
、
よ
り
分
か
り

や
す
く
読
み
や
す
い
広
報
を

目
指
し
て
改
革
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
読
者
の
皆
様
か
ら

は
好
評
を
い
た
だ
き
、
励
み

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

議
会
は
常
に
開
か
れ
て
お

り
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
人
が

議
員
と
な
っ
て
活
動
し
て
い

る
の
か
、
あ
る
い
は
投
票
し

た
議
員
が
ど
の
よ
う
に
活
躍

し
て
い
る
の
か
、
知
っ
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
多

く
の
方
が
政
治
に
関
心
を
持

つ
こ
と
で
町
は
発
展
し
て
い

き
ま
す
。
政
治
を
身
近
に
感

じ
て
い
た
だ
き
、
議
場
に
足

を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

そ
れ
が
未
来
の
藍
住
町
を
良

く
す
る
こ
と
に
繋
が
る
と
信

じ
て
い
ま
す
。（

安
藝　

広
志
）

議議
会会
だだ
よよ
りり
編編
集集
委委
員員
会会

～防災時に役立つロープワークの習得を～
　私は今、国のボランティア制度のもと防災エキスパートの立場でひもの結び方、すなわち、ロープワー
クをはじめ水防工法の技術的指導をしているところです。とりわけ、さきに発生した東日本大震災では
たくさんの尊い命が失われました。多くの教訓から、とっ
さのひもの結び方（ロープワーク）の活用が思い起こされ、
自分の身は自分で守るとの鉄則から日本古来の伝統美・伝
統技として受け継がれており、迅速かつ簡単・確実な方法
です。
　主な結び方として、①本結び②船

ふな
結び③髪

かみ
括
くく

し④舫
もや

い結
び⑤連続止め結びがあり、これらを組み合わせることによ
り避難・誘導時に活用されるものです。

編
集
後
記

編
集
後
記

防災時に役立つロープの結び方防災時に役立つロープの結び方

髪
括
し

か
み

く
く

本
結
び

① ② ③

① ② ③

① ② ③

ほ
ん

む
す

舫
い
結
び

も
や

む
す


